
あなたたちらしい、６年生にありがとう 
学校での 3 月は別れの季節。6 年生の卒業式に向

けての取組が本格的に始まります。すでにお知らせ

しておりますように、大塔小の卒業式に出席する児

童は、卒業生の 6 年生と在校生代表の 5 年生のみ。

全校でお祝いしたいところですが、この大人数を体

育館に入れた場合、保護者の皆様やご来賓の方々が

かなり窮屈になります。１～4 年生は式後の見送り

のみです。 

 そんなこともあって、2 月２2 日（木）に開催した

「ありがとう集会」は、全校で６年生の卒業をお祝

いする唯一の場となりました。 

 集会の前半は、校旗の継承です。各委員会の旧部長(６年)が、「私たち○○委員会では～をがん

ばってきました。よろしくお願いします。」と声をかけ、新部長(５年生)が「これからは私たちが

～をがんばっていきます。」と応えます。最後は、児童会の中心となる運営委員会の６年生が言葉

といっしょに校旗を５年生に引き継ぎます。ちょっと厳格な式のような感じです。 

 後半は、この雰囲気とは打って変わって、

それぞれの学年の出し物で６年生の卒業を

祝い、これまでの感謝の気持ちを伝えます。

コント風にしたり、寸劇にしたり、替え歌に

して言葉を贈ったり、本当にほのぼのとした

温かい雰囲気の集会の中に、全校で６年生を

送り出そうという気持ちと、それを感じ取っ

て改めてこの学校を去っていくことをひし

ひしと感じとった６年生の姿がありました。

送る側、送られる側、何人もの子どもたちの目に涙も見えたひと時でした。 

 さて、前にもお話したかもしれませんが、私には現在２児の母となった娘がいます。この娘が小

１の時から小３の時まで、我が家はさつき台に住んでいました。小学校に入学した小さな娘を何と

も優しい笑顔でいっしょに登校してくれていたのは、当時の登校班の班長 A さんでした。小１の

娘はこの A さんが大好きで、にこにことついていっていたのを覚えています。時々出勤する車の

運転席から見ていて、ほのぼのとしたその風景にうれしくなったり、安心したり、自分自身が今日

の活力をもらっていたものでした。そんな A さんも、もちろんのこと１年経った３月には卒業。私

は娘といっしょにご自宅に小さな花束を持ってお礼に伺いました。もう二十数年前のことです。実

はこの A さん、今年本校を卒業する６年生 B さんのおばさんになるのですが…。 

 それはさておき、今年、あちらこちらで登校の様子を見ていると、あの当時の A さんの姿を見て

いるような気がすることが多くありました。登校班の６年生が後ろの１年生を気遣いながら、時に

は優しい言葉をかけながら、そんな登校風景をたくさん見ました。 

 先にお話した各学年の出し物のほとんどは、６年生との思い出が詰まったものです。歓迎遠足、
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運動会、縦割り遊び、高学年になってくるとクラ

ブ活動や委員会活動。こんな学校生活の一つ一

つの場面をコントにしたり、寸劇にしたりして

感謝の気持ちを伝えるのです。そして、必ず入っ

ているのがこの「集団登校」の一場面。学年の出

し物と言っても、発達段階によっては教師がほ

ぼ考えたり、大まかな筋書きをつくったりする

ので、子どもたちはそれを演じるということの

比重が多いのかもしれません。しかし、どの学年

もそれぞれの場面を躊躇なく堂々と演じていま

した。それは、それぞれの主旨に賛同できている

からだろうと思うのです。つまり、「やっぱり、６年生がいてくれての安全で楽しい登校だったよ

ね。」と多くの子が感じたからこその姿ではなかったかと思うのです。集団登校には賛否両論あり

ますが、こんな学びの場、ありがたいコミュニケーションがあるのも事実です。 

 最後に、こんな素敵な６年生になってくれた９９名の子どもたちに感謝を込めて、 

 「本当にありがとう。」（拍手👏） 
 

３月の行事 

4 月 学年集会 短縮日課（～12 日） 15 金 卒業式式場設営 

8 金 地区別児童会（朝） 18 月 第 30 回卒業証書授与式 

11 月 音楽朝会 22 金 修了式・離任式 

12  火 卒業式総練習 春休み 23 日（土）～４／７（日） 

４月の主な行事 

8 月 着任式 1 学期始業式 18 木 全国・県・市学力テスト(4～6) 

９ 火 ２～６年給食開始 19 金 授業参観（全） PTA 総会 

10 水 入学式 22 月 家庭訪問（～5／2） 

16  火 1 年生給食開始 26 金 歓迎集会 歓迎遠足 

 

 

今後の学校からの配付文書について 

学校から配布する文書について SDGs の観点からも（学校の経費削減も

大きな理由です）、今後「安心安全メール」の利用を進めたいと思っていま

す。その概要は以下の通りです。 

・学校だより、学年だより、学級だより等は紙媒体での配付を基本 

・授業参観案内など、単発的なお知らせについてはメール配信 

・毎月の下校時刻など、紙媒体での保存や確認が便利なものについてはペーパー配付 

・年度初めはペーパー配付を基本（新入生家庭のメール準備が完了していないことが想定できる

ため） 

このことについては、先日運営委員会で伺ったところ、ご賛同をいただきました。ご面倒ではあ

りますが、「安心安全メール」のご確認にご協力ください。 

また、添付 PDF は開けないなどの状況がございましたら、学校までご一報ください。 

ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 


